
ＪＲ東海労ニュース

本部は本日、２０２５年度賃金引き上げ、夏季手当及び諸要求の申し入れに

ついての第１回団体交渉を開催し、下記の通り、要求の趣旨説明を行いました。

申し入れにあたっての要旨

◆ ２０２５年３月期の第３四半期決算（連結）は３，７６８億円の利益を計

上し、通期予想では３，８８０億円に上方修正した。年末年始輸送は、４３

１万５千人、前年比の結果は１０８％（２０１８年比１０５％）となり、過

去最高を記録した。

◆ 組合員・社員は日々の業務に対して努力し、奮闘した結果である。しかし

会社はその奮闘に報いることもなく、期末手当を３．０ヶ月という低額に抑

え込んだ。また、昨年の春闘におけるベースアップは、世間相場からかけ離

れた極わずかの７，０００円であり、大きな格差を生んだ。全社員の気持ち

を裏切ると共に、現場で働く全社員の生活設計を破壊した。

◆ １２月分の消費者物価指数は、２０２０年を１００として１１０．７と、

物価上昇が加速している。

◆ 現金給与総額指数を消費者物価指数で割った実質賃金は前年比０．２％減

で、３年連続の実質的な賃下げである。

◆ リニア建設を進めていることは、組合の要求に応える経営体力は十分ある。

◆ 従って、賃金の大幅改善に対し誠意ある回答を行うこと。
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